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１．実施計画の策定にあたって 

(1)計画策定の目的 

丸亀市総合計画基本構想及び基本計画に基づき、総合的、計画的なまちづくりを推進するために、具体的に実施する事業を明らかにし、毎年

度の予算編成の指針として策定する。 

 

(2)計画期間 

平成 21 年度から平成 23 年度までの 3年間とする。 

 

 

 

 

 

 

  
計画期間 3年 
（毎年度見直し） 

計画期間 5年 

計画期間 10年 

 

(3)基本的な考え方 

■事業選定方針 

     基本計画に掲げる主要な施策に基づいて、3年間で重点的、優先的に取り組むべき事業を対象とする。事業の選定にあたっては、ハード事業、

ソフト事業を問わず、基本構想に示す「行政運営の方針」に沿って以下の観点から行うものとする。 

    ①本市の資源と多様な地域特性を活かしながら、一体的発展と融和を図るために有効な事業（合併特例債対象事業等） 

                                                                                                         ＜一体的発展と融和＞ 
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    ②市民が安全に、かつ安心して暮らせるために、重点的に取り組むべき事業  

＜安全・安心の確保＞ 

    ③市民が主体的にまちづくりに取り組む中で、市民参画と自主的に行われる市民活動を促進する事業 

                                                                                                 ＜市民参画と協働＞ 

    ④より効率的に行財政運営を行うために必要な事業    

＜行財政改革の推進＞ 

    ⑤その他、市の施策上重要な位置づけであって、各部局において重点的に取り組むべき事業 

       ※ 国・県・その他の団体が実施する事業についても、本市のまちづくりや施策の推進上、特に重要な事業については計画の対象とする。ただ

し、事業費については、本市が負担する金額のみを計上するものとする。 

   ■計画の作成及び決定 

      計画の作成にあたっては、各部局からの事業提案をもとに、財政健全化計画と調整し市長が決定する。 

■計画の進行管理と見直し 

      計画に掲げる事業については、着実な進行管理を行うとともに、事業の効率性・有効性等を客観的に評価し、社会的・経済的諸条件を踏まえ

ながら毎年度見直しを行う。 

 

改善（ACTION）

計画（PLAN） 

実施（DO） 

評価（CHECK） 
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２．計画期間中の事業費 

【政策体系別事業費】                                                （単位：百万円） 

政策の柱 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 合 計 

Ⅰ 身近な自然と歴史文化を未来に伝えるまちを創る      １８３ ２７４ ３３７ ７９４ 

Ⅱ 日常生活が営みやすくにぎわいと活力のあるまちを創る ３，１００ ２，８０９ ２，３９９ ８，３０８ 

Ⅲ 誰もが健康で安心して暮らせるまちを創る ６，１０５ ４，６８６ ３，０８４ １３，８７５ 

Ⅳ 心豊かな人が育ち誰もが生きがいを感じるまちを創る ４，１６０ ３，７５８ ３，６６６ １１，５８４ 

Ⅴ 自治・自立のまちを創る １５３ ２５９ ２７６ ６８８ 

合  計 １３，７０１ １１，７８６ ９，７６２ ３５，２４９ 
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─ 政策目標Ⅰ-1　地球の未来を思い、多様な自然を尊重するまち　【自然との共生】 ─

施策目標Ⅰ-1-1　環境への負荷の少ない暮らしや事業活動が行われている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 259 413 650

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

エコ・ハートまるがめ、エコ・リーダまるがめ（取組事業数) 2 2 2 110 111 130

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

エコファミリーに関する取組事業数（家庭版エコ・ハート、家庭版
エコ・リーダ・子供版エコファミリ)：件

3
(H20)

0 3
H20の
実績値

－ 400

計画事業費

住宅用太陽光発電システム設置件数：件

－

成果指標

平成22年度 平成23年度

2.環境にやさしい
事業所推進事業

「環境にやさしい事業所」登録制度を設け、事業所の環境に配慮した事業活動を推進する。（①エコ・ハートまるがめ：目標を3つ以上定め、身近なことから環境保全に取 り組むもの　②
エコ・リーダまるがめ：数値目標を3つ以上定め、事業活動が環境に与える影響などの把握を行ったうえで、率先して環境負荷の低減に努めるもの）

平成22年度 平成23年度

300千円

1.住宅用太陽光
発電システム導入
促進事業

３．計画の内容

「環境にやさしい事業所」に登録している事業所数：事業所

エコ・ファミリー事業に参加している世帯数：世帯

成果指標

3.エコファミリー推
進事業

環境にやさしい行動を実践する家庭を募集する。（①家庭版エコ・ハート：年間の行動内容を家庭で決めて一年間取組み、3ヶ月毎に市へ報告②家庭版エコ・リーダ：家庭での電気・ガ
ス・水道の使用量を市に報告し、市が温室効果ガス排出量を算出して登録者に知らせ2年間継続③子供版エコファミリー：小学5年生に夏休みの1か月間取り組んでもらう）

政策の柱Ⅰ　身近な自然と歴史文化を未来に伝えるまちを創る

1.地球温暖化の
防止

4

300千円

二酸化炭素排出量の削減のため、省エネルギーへの取組みとして、住宅用太陽光発電システムの設置を普及・啓発する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

市民への情報提供、啓発　※平成19年度に県補助制度が廃止されたことに伴い、本市における補助制度についても平成20年度から廃止しており、今後は国・県の動向に留
意しながら普及促進について検討する。

環境にやさしい取組を実践する家庭を募集し、参加家庭は3ヶ月ごとに取組内容を報告、1年間継続した家庭には「エコファミリー認定証」を進呈（平成20年度から実施している
事業）

環境にやさしい取組を実践する事業所を募集・登録し、毎年取り組み状況を調査し公表



施策目標Ⅰ-1-1　環境への負荷の少ない暮らしや事業活動が行われている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

生ごみ処理容器等設置に対し補助した基数（平成17年度以降
の累計）：基

112 249 1205 22864 21847 21600

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

可燃・不燃・粗大ごみの年間収集量：トン 22864 21847 21600 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

し尿収集車の更新が必要な車両（6台）の内、更新を終えた車両
の台数：台

0 1 6 0 16.7 100

計画事業費

し尿の収集、尿収集車の更新

塵芥（可燃・不燃・粗大ごみ）の収集

生ごみの減量化と資源化（堆肥化）を図るために、生ごみ処理容器、生ごみ処理機の設置に対して補助を行う。（ごみの減量・資源化を進めるうえで、可燃ごみの４割を占める「生ごみ」
の減量が大きな課題であり、家庭で生ごみ処理容器等が活用されることでごみ減量化の推進が大きく期待される。）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

生ごみ処理容器等設置補助（購入価格の１／２以内、1個につき上限20,000円）

5

85,000千円

2.循環型社会の
構築

4.ごみ減量推進事
業

－

し尿収集適正更新率（収集車の更新が必要な車両６台の内、適
正な更新が終っている割合）：％

成果指標

6.し尿収集事業
より効率的な収集体制により、し尿の収集業務を行う。

5.塵芥収集事業
より効率的な収集体制により、塵芥（可燃・不燃・粗大ごみ）の収集業務を行う。

平成22年度 平成23年度

374,000千円

可燃・不燃・粗大ごみの年間収集量：トン

6,900千円

成果指標

平成22年度 平成23年度



施策目標Ⅰ-1-1　環境への負荷の少ない暮らしや事業活動が行われている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

資源収集車の更新が必要な車両（19台）の内、更新を終えた車
両の台数：台

0 2 19 0 10.5 100

計画事業費

施策目標Ⅰ-1-2　豊かな自然のなかに、ふれ合いの場が整備されている

施策 事業名

平成21年度

進入路・駐車場等の改善、研修棟整備検討

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

野外活動センター整備事業進捗率：％ 0 40 40 26000 31922 33500

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

松くい虫防除のための年間薬剤散布面積（空散・地上散布）：ha 94 94 91 0.3 0.7 0.4

松くい虫防除のための年間伐倒駆除面積（乳剤・油剤・くん蒸）：
㎥

145 441 230 － － －

計画事業費

－

資源収集適正更新率（収集車の更新が必要な車両１９台の内、
適正な更新が終っている割合）：％

70,000千円

３年間の事業概要と指標

成果指標

平成22年度 平成23年度

3.自然環境の保
全と活用

8.野外活動セン
ター整備事業 里山保全の拠点施設として飯野山野外活動センターを整備し、市内外の飯野山登山者の健康づくりや休憩所、環境教育の場所として提供する。

平成22年度 平成23年度

500千円

7.資源ごみ収集事
業

野外活動センター等の年間利用者数（野外活動センター利用者
及び飯野山登山者の数）：人

松くい虫の被害本数割合（被害本数／1ha当りの本数）：％

成果指標

9.松くい虫防除事
業 里山の景観、山地災害の防止、水源の涵養、また市民の憩いの場として、森林がもたらす多くの恵みを保全するため、松くい虫の防除により松林を保護する。

2.循環型社会の
構築

6

28,400千円

より効率的な収集体制により、資源ごみの収集業務を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

資源ごみの収集、資源収集車（トラック、リサイクルパッカー車等）の更新

青ノ山地区：地上散布、伐倒駆除　　綾歌地区：空中散布、伐倒駆除

研修棟整備検討



施策目標Ⅰ-1-2　豊かな自然のなかに、ふれ合いの場が整備されている

施策 事業名

平成21年度

基本計画策定

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

緑の基本計画策定の進捗率：％ 0 0
100
（H21）

－ － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

緑化推進に関する行事の年間開催回数：回 9 9 10 3600 3500 3700

計画事業費

都市における緑地の適正な保全と緑化の推進に関する取組を総合的かつ計画的に実施するために、合併後の新市域における新たな緑の全体計画を策定する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

－

7

3.自然環境の保
全と活用

10.緑の基本計画
策定事業

緑化推進に関する行事の年間参加者数：人

成果指標

11.緑化推進事業
花と緑を育み、快適で美しい風景をみんなで共有する「緑のまちづくり」運動を、市民、各種市民団体、企業等とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟにより、住民参加の活動を展開する。

平成22年度 平成23年度

4,500千円

－

5,000千円

緑のまちづくり協議会に対する運営補助（緑化推進活動、緑化協賛活動、環境保全啓発活動、記念植樹等）



─ 政策目標Ⅰ-2　まちの歴史・文化を学び、未来に伝えるまち　【歴史・文化の継承】 ─

施策目標Ⅰ-2-1　歴史的遺産の価値が理解され、守られている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 1443 1754 1800

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

笠島伝統的建造物群保存修理の進捗率（完了箇所数／対象箇
所数）：％

70 74 78 1443 1754 1800

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 2873 2759 2920

計画事業費

笠島まち並保存センターへの年間見学者数：人

10,800千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

伝統的建造物群保存地区における建物の修理・修景（本島町笠島の保存地区内の伝統的建造物・非伝統的建造物の修理修景事業に対する補助）

13.笠島伝統的建
造物群保存修理
事業

笠島伝統的建造物群を修理・保存し、市民文化の向上を図るとともに観光資源として活用する。

平成22年度 平成23年度

33,000千円

12.まち並保存推
進事業

笠島まち並保存センターへの年間見学者数：人

塩飽勤番所への年間見学者数：人

成果指標

14.文化財保護事
業 国の指定史跡である塩飽勤番所を保存し、公開・活用することによって市民文化の向上と地域化を図る。

4.歴史的景観の
保全

8

11,100千円

本島笠島地区（国の重要伝統的建造物群保存地区）の町並みを文化財として後世に長く保存し、公開・活用することによって市民文化の向上と地域の活性化を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

笠島まち並み保存センター等維持管理（維持管理、展示公開、物品販売等）

史跡勤番所跡施設の維持管理（維持管理、展示公開、物品販売等）



施策目標Ⅰ-2-1　歴史的遺産の価値が理解され、守られている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

「こんぴら街道まち歩き事業」の年間開催回数：回
2
(H19)

2 2 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

発掘調査報告書の刊行冊数（累計 ※未刊報告書32冊：平成18
年度末）：冊

2
（H18）

4 22 － － －

文化財の普及啓発活動の回数（丸亀文化財の日・資料館常設
展示の変更等）：回

0 2 2 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

丸亀城跡石垣修理工事進捗率（修理面積/石垣修理対象面
積）：％

55 0 57 20 0 22

計画事業費

こんぴら街道まち歩き行事等の開催（「こんぴら街道まち歩き」は毎年2回春と秋に開催）

石垣修理工事、丸亀城石垣の除草・修繕等

３市５町（丸亀市・坂出市・善通寺市・琴平町・宇多津町・多度津町・綾川町・まんのう町）で組織する「さぬき瀬戸大橋広域観光協議会」によりまち歩き事業などの観光宣伝事業を展開
する。「こんぴら街道まち歩き」をはじめとして圏内で開催される事業のＰＲ等を行い、地域の歴史に触れる機会を設ける。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

9

57,200千円

4.歴史的景観の
保全

15.こんぴら街道ま
ち歩き事業

－

丸亀城跡整備進捗率（丸亀城全体事業に対する進捗率）：％

成果指標

17.史跡等整備推
進事業 国・県の市指定文化財とそれに準ずる文化財の保存修理・整備を行い、郷土の重要な歴史に係る史跡を保護し活用する。

5.文化財の保護 16.埋蔵文化財調
査事業

－

市内に所在する遺跡を調査し、遺跡台帳を整備することで開発事業等に対して埋蔵文化財包蔵地の保護を図る。また発掘調査に係る報告書を順次刊行する。

平成22年度 平成23年度

37,900千円

－

1,500千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

市内遺跡発掘調査・調査報告書作成

丸亀城石垣の除草・修繕等



施策目標Ⅰ-2-1　歴史的遺産の価値が理解され、守られている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

快天山古墳整備進捗率（整備完了面積/整備計画面積）：％ 0 0 20 － － －

計画事業費

平成21年度

指定文化財修理委託・補助（京極高朗侯墓所、肖像画、千
歳座）、保存修理の終えた肖像画を市民に公開

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

肖像画の保存修理済数（指定文化財のうち、保存修理を終えた
肖像画の数（累計））

4 5 8 3 5 8

計画事業費

－

34,000千円

19.市指定文化財
整備事業 丸亀市内の指定文化財は120件以上あり、これらを適切に保管し公開することにより市民文化の向上を図る。

平成22年度 平成23年度

33,600千円

18.史跡快天山古
墳整備事業

肖像画の公開数（肖像画の保存修理を終え、市民に公開した
数）：件

成果指標

5.文化財の保護

10

四国最大規模であり最古の石棺をもつ快天山古墳を整備し、郷土学習の場として活用する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

快天山古墳の維持管理（草刈、清掃等）
整備用地の取得、快天山古墳の維持管理（草刈、清掃
等）

指定文化財修理委託・補助（肖像画、随身立像）、保存
修理の終えた肖像画を市民に公開

指定文化財修理委託・補助（肖像画、勤番所）、保存修
理の終えた肖像画を市民に公開



─ 政策目標Ⅱ-1　日常生活が便利で快適なまち　【生活環境の整備】 ─

施策目標Ⅱ-1-1　地域特性を活かした土地利用により、良好な生活空間が築かれている

施策 事業名

平成21年度

景観計画の策定

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事前協議の件数（都市景観条例に基づく、都市景観の形成に大
きな影響を及ぼす大規模建築物等の事前協議の件数）：件

32 33 40 － － －

計画事業費

平成21年度

街なか定住促進計画の調査、防災意識の啓発（密集市街
地危険度現況調査）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

地域優良賃貸住宅の整備数（地域優良賃貸住宅（高齢者型）に
ついて市の補助認定を行ったもの（累計））：件

0 0 1 1101 1031 1200

災害危険度判定実施区域面積（災害危険度判定を実施した区
域面積（累計））：ha

0 0 2.55 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

宅地供給面積(良好な宅地として整備された面積)：ha 4.17 4.19 4.9 2.1 2.1 6.1

計画事業費

－

街なか定住促進計画の策定、地域優良賃貸住宅補助 －

丸亀市の景観計画を策定し、市内にある飯野山・土器川・豊かな田園風景など優れた自然景観と丸亀城をはじめとする歴史的文化的環境を守り育てながら後世に引き継ぐ。また、個
性と魅力にあふれ、風格の備えた都市景観を形成することにより、市民にとって親しみやすく誇りある都市を目指す。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

概要パンフレットの印刷

11

51,700千円

6.適切な土地利用
と市街地の整備

20.景観計画策定
事業

7.住宅・住空間の
整備

人口の推移（重点中心市街地の人口の推移）：人

区画整理整備済面積(区画整理における換地処分完了区域の面
積)：ha

成果指標

22.土地区画整理
事業 道路・公園等の公共施設の整備、土地の区画変更再配置により宅地の利用増進を図り、健全な市街地の形成と良好な宅地の供給するために土地区画整理を進める。

政策の柱Ⅱ　日常生活が営みやすくにぎわいと活力のあるまちを創る

21.中心市街地活
性化事業

－

都市機能・商業機能が集積した中心市街地において、居住人口の減少などの空洞化を食い止め、街なか再生を目指して、街なか定住促進に関する計画を策定するとともに優良住宅
の建設を誘導する。

平成22年度 平成23年度

62,200千円

－

4,500千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

土地区画整理（島田北地区・北岡北地区）に対する補助



施策目標Ⅱ-1-1　地域特性を活かした土地利用により、良好な生活空間が築かれている

施策 事業名

平成21年度

外壁改修工事（原田団地、外浜団地）・電気引込工事（原
田団地）・水洗化工事（本島団地）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

外壁改修工事が完了した団地数(累計)：箇所 2 2 4 41.7 54.4 73.1

外壁改修を終えた戸数（累計）：戸 400 521 700 6 6 4

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

市営住宅住宅用火災警報器の設置を終えた戸数：戸 0 242
1084
(H22)

0 25

計画事業費

平成21年度

用地取得

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

東汐入川緑道公園整備進捗率：％ 0 0 85 － － －

計画事業費

外壁改修済率(外壁改修済の住宅数／中層耐火･簡易耐火構造
の住宅数)：％

外壁未改修団地数(外壁改修工事が未完了の団地数)：箇所

265,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

実施設計、緑地整備工事

24.住宅用火災報
知器設置事業 消防法改正により住宅用火災報知器の設置が義務付けられたため、設置基準に基づき、各戸に住宅用火災報知器を設置し、市営住宅の入居者、近隣住民等の安全を確保する。

平成22年度 平成23年度

13,200千円

23.市営住宅整備
事業

8.公園の整備

市営住宅住宅用火災警報器設置率（火災警報器設置済戸数／
市営住宅全体戸数(住替え対象団地除く)）：％

－

成果指標

25.東汐入川緑道
公園整備事業 東汐入川の埋立地を利用した緑地整備により、御供所地区の防災環境の向上と良好なアメニティ空間の創出を図る。（緑地整備面積10120㎡：まちづくり交付金事業）

7.住宅・住空間の
整備

12

643,000千円

外壁・屋上防水設備等の改修及び水洗化工事を進めることにより、安全で快適な住居を提供する。また、施設の改修により耐用年数の延命を図り、良好な住宅ストックを確保する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

外壁改修工事（原田・外浜団地等）

住宅用火災報知器を市営住宅各戸に設置

外壁改修工事

－



施策目標Ⅱ-1-2　公共交通機関や道路が整備され、安全で便利な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

コミュニティバス利用促進に関するPR回数（利用促進を図るため
の広報等によるPRの年間回数）：回

1 2 4 203308 176529 215000

－ － － － 6 6.1 6.5

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

離島航路数（市が指定している航路の数）：航路 3 3 3 － － －

計画事業費

平成21年度

改築工事の推進（平成21年度完了予定）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

高齢者や学生など交通弱者の移動手段を確保するために、コミュニティバスと生活バスの運行維持を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

コミュニティバス（陸地部58便）・生活バス（綾歌・飯山）路線の運行補助

13

－

9.公共交通の整
備

26.コミュニティバ
ス等運行事業

10.道路の整備

－

－

成果指標

28.国道32号改築
事業＜国＞

高松市から中讃地域への重要な幹線であることはもとより、徳島県、高知県への物流の中心路線でもある国道32号の整備を進める。（綾歌工区L=6.0km、全幅W=25mの4車線道路とし
て整備）

27.離島航路補助
事業 離島と本土を結ぶ離島航路事業者に補助金を支給し、離島住民の本土への交通手段を確保する。

平成22年度 平成23年度

360,000千円

コミュニティバス年間乗車人数：人

コミュニティバス1台あたりの乗車人数：人

285,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

－

離島航路の維持補助



施策目標Ⅱ-1-2　公共交通機関や道路が整備され、安全で便利な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

暫定2車線の整備済延長：ｍ 0 0 800 0 0 100

計画事業費

－

－

成果指標

平成22年度 平成23年度

多度津丸亀線・岡田善通寺線・高松善通寺線等の整備に対する事業費負担（県道多度津丸亀線は平成23年度完了予定）

30.県道道路橋
りょう整備事業＜
県＞

県道の改良工事を進め、安全で円滑な道路交通網の整備を行う。

平成22年度 平成23年度

159,000千円

29.国道438号改
築事業＜県＞

－

暫定2車線の供用開始率：％

成果指標

31.中津土器線4
車線化事業 富士見地区及び港町地区の慢性的な交通渋滞の解消と産業の発展を目的として、臨海市町を結ぶ大動脈となる街路中津土器線（さぬき浜街道）の4車線化を図る。

10.道路の整備

14

731,000千円

丸亀市の南北幹線として重要な路線であり、また坂出市からまんのう町、徳島県への物流幹線でもある国道438号の整備を進め、早期完成を目指す。（飯山工区L=5.13km、綾歌工区
L=3.22km）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

改築工事の推進（飯山工区・綾歌工区）

用地取得、補償、整備工事 整備工事



施策目標Ⅱ-1-2　公共交通機関や道路が整備され、安全で便利な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

市道幹線道路の整備済延長：ｍ 100 180 520 3 5 10

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

生活道路の整備済延長：ｍ 700 703 3500 10 10 50

計画事業費

平成21年度

用地取得

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

道路の整備済延長：ｍ 0 0 702 0 0 100

計画事業費

用地取得、補償、整備工事

国道や県道、主要な集落を結ぶ市道幹線道路を継続的に整備するすることにより、住民生活の利便性の向上と地場産業の発展を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

市道馬指原線・次見水掛線の整備 次見水掛線の整備

15

404,000千円

10.道路の整備 32.市道幹線道路
整備事業

生活道路の整備率（整備済延長/10年間生活道路整備計画延長
（7000ｍ））：％

道路の整備率（整備済延長（換算延長）／整備計画延長
（702m））：％

成果指標

34.御供所地区環
境整備事業 東汐入川埋立地の緑地整備に合わせて、周辺道路の整備を行い、付近住民の生活環境の向上を図る。（まちづくり交付金事業）

33.生活道路整備
事業 市民生活に密着した生活道路の新設改良、拡幅、交差点改良等を行い、市民の利便性・安全性の向上を図る。

平成22年度 平成23年度

255,000千円

市道幹線道路の整備率（整備済延長/市道幹線道路整備計画延
長（8960ｍ））：％

120,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

市道の拡幅、交差点改良等

整備工事



施策目標Ⅱ-1-3　上下水道が整備され、快適で文化的な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ200㎜、整備延長350m

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

老朽管の布設替えを終えた延長（布設替へが必要な延長
(5,840m)の内実施済の延長）：m

200
(H18)

650 2330
3.4
(H18)

11.1 39.9

計画事業費

平成21年度

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ100～φ450㎜、整備延長2,100m

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

石綿管の更新を終えた延長（布設替え必要延長(6,970m)の内実
施済の延長）：m

970
(H18)

2150 6970 0 30.8 100

計画事業費

平成21年度

排水処理施設等整備（東小川・西坂元水源地）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

浄水施設整備の進捗率（事業費支出済額の全体事業費に対す
る割合）：％

0 0 100 － － －

計画事業費

老朽管の解消率（施工済延長／布設替え必要延長(5,840m)）：％

86,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

36.石綿管更新事
業 石綿管は耐用年数が短く他の管材料と比べかなり強度が低いため、漏水や地震その他の大規模災害に備え、強度のある管材料に更新する。

平成22年度 平成23年度

740,000千円

35.老朽管整備事
業

石綿管の更新率（施工済延長／布設替え必要延長(6,970m)）：％

－

成果指標

37.浄水場施設整
備・更新事業 浄水場、水源地施設の能力アップや老朽化した施設の更新を行い、水道水の安定供給と水質向上を図る。

11.上水道の整備

16

1,166,000千円

上水道管の老朽化により本来の通水能力が衰退し、水量・水圧不足、不慮の漏水事故等が発生している。このような状況を解消するため、必要管径の見直しを行いながら老朽管の改
築・更新を行い、水量・水圧の確保と地震など災害に強い管路網を整備する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ150㎜、整備延長300mﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ100㎜、整備延長580m

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ100～φ600㎜、整備延長710m ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ75～φ450㎜、整備延長430m

除鉄除マンガン施設等整備（清水・金倉浄水場）



施策目標Ⅱ-1-3　上下水道が整備され、快適で文化的な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

原水施設工事・深井戸掘削工事等

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事業進捗率（事業費支出済額の現在予定している全体事業費
に対する割合）：％

0 39
100
(H21)

92.02 94.92
98.58
(H21)

計画事業費

平成21年度

水道施設耐震診断

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

耐震診断進捗率：％ 0 0
100
(H22)

－ － －

計画事業費

平成21年度

汚水管新設（整備面積）10.4ha

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

下水道整備率（全体計画面積に占める供用開始面積の割
合）：％

62.9 64.9 67.1 43.5 44.2 48.8

計画事業費

渇水対策として自己水源を確保するため、深井戸の掘削や原水施設の整備を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

水源確保について調査・検討

17

688,000千円

11.上水道の整備 38.自己水源開発
事業

12.生活排水処理
施設の整備

－

下水道普及率（公共下水道を利用できる市民の割合）：％

成果指標

40.公共下水道整
備事業 市民生活の快適な生活環境整備と公共水域の水質保全を図るために、計画的に公共下水道管きょの新設や中継ポンプ施設の整備を行う。

39.水道施設耐震
化事業(新規) 水道施設（浄水場、水源地、配水池、ポンプ場等）の耐震診断を行い、診断結果基づいた補強工事により大規模災害に備える。

平成22年度 平成23年度

100,000千円

水道施設耐震診断、診断結果に基づき耐震化検討 必要に応じて耐震化工事

丸亀市の計画取水量に対する香川用水（県営水道分）が30％
カットされた場合の取水可能水量の割合：％

100,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

汚水管新設（整備面積）8.2ha 汚水管新設（整備面積）7.1ha



施策目標Ⅱ-1-3　上下水道が整備され、快適で文化的な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

ポンプ棟アスベスト対策実施設計、汚泥脱水機増設実施
設計、重力濃縮槽改築工事

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

施設が有する機械の再構築を終えた数（H19以降で再構築した
機械の数）：基

0 4 26 39.5 39.1 36.6

計画事業費

平成21年度
塩屋ポンプ場受変電設備改築工事、城西ポンプ場雨水越
流水スクリーン設置工事、塩屋中継ポンプ場汚水流量計
改築工事

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

施設が有する機械の再構築を終えた数（H19以降で再構築した
機械の数）：基

0 4 29 58.7 58.2 55.3

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

合併処理浄化槽設置基数（補助を受けて設置した基数）：基 3210 3993 5718 14.1 17.6 25.2

計画事業費

機械の再構築必要率（耐用年数を超過している機械の数／施設
が有する機械の総数(897基））：％

181,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

42.ポンプ場施設
再構築整備事業

老朽化したポンプ場施設の増改築更新等を行い施設の機能回復を図る。また丸亀市の公共下水道の排除方式は分流式の箇所と一部合流式の箇所があるため、合流式施設を改善
することにより、雨天時の汚濁負荷量を削減し公共用水域の水質改善を図る。

平成22年度 平成23年度

431,000千円

城西ポンプ場雨水越流水スクリーン設置工事、城西ポン
プ場汚水除塵機改築工事、城西ポンプ場雨水越流起伏
堰設置工事

城西ポンプ場汚水除塵機改築工事、塩屋ポンプ場雨水
沈砂池設備合流改善実施設計

41.浄化センター
施設再構築整備
事業

機械の再構築必要率（耐用年数を超過している機械の数／施設
が有する機械の総数(838基））：％

普及率（設置世帯数／対象区域内世帯数）：％

成果指標

43.合併処理浄化
槽設置推進事業 合併処理浄化槽の設置に対して補助金を交付することにより、下水道整備区域外での生活雑排水とし尿の合併処理を促進する。

12.生活排水処理
施設の整備

18

477,000千円

老朽化した下水処理場（浄化センター）施設の増改築更新等事業を実施し、施設の機能回復を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

ポンプ棟アスベスト対策工事 汚泥脱水機増設工事

合併処理浄化槽設置に対する補助（標準工事費の約4割を国・県・市が1/3ずつ補助）



施策目標Ⅱ-1-3　上下水道が整備され、快適で文化的な生活ができる

施策 事業名

平成21年度

管きょ機能診断、実施設計

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

下水管きょの改築・更新調査を行うことで、老朽化した管きょに浸入する地下水等の不明水を把握し、調査結果に基づき管きょの更生を行う。（適切な管きょの更生により、管きょの延
命化と浸入水等の防止により処理施設の負荷が軽減される。）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

管きょ改築（更生）等工事 実施設計、管きょ改築（更生）等工事

19

12.生活排水処理
施設の整備

44.公共下水道改
築・更新事業

－

130,000千円



─ 政策目標Ⅱ-2　活力とにぎわいに満ちたまち　【産業の活性化】 ─

施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

地元説明会年間開催数（米の生産調整推進説明会の年間開催
箇所数）：箇所

15 15 15 92 98.5 100

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

認定農業者の育成・確保のための年間説明会数：回 10 10 10 62 77 85

計画事業費

平成21年度

中山間地域への助成（綾歌町大原地区、牛島小浦地区）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

協定面積（集落協定に参加し、交付金の交付対象となる農用地
面積）：ha

18.3 23.5
23.5
(H21)

26 29
29
(H21)

計画事業費

米の生産調整達成率（米の作付面積／市全体の配分面積）：％

1,800千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

－

46.担い手経営活
性化事業

農業が職業として選択し得る魅力とやりがいがあるものとなるよう、将来の農業経営の目標を明らかにし、効率的かつ安定的な農業経営体を育成する。地域の中心的な担い手として
の認定農業者等に対する経営指導を行うとともに、地域の実情に応じた集落営農の推進を図る。

平成22年度 平成23年度

2,700千円

効率的かつ安定的な担い手の育成・確保、農業者を対象とした経営改善方策についての指導

45.需給調整シス
テム構築支援事
業

認定農業者数（農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善
計画の認定者数）：人

事業参加農家戸数（集落協定に参加した農家の戸数）：戸

成果指標

47.中山間地域等
直接支払制度推
進事業

急傾斜地や離島という農業生産条件の不利な地域における水路・農道の維持管理、農地の耕作等に対し助成し、農業生産活動の維持、耕作放棄地の発生防止を図る。

13.農林水産業の
振興

20

2,700千円

国の米政策を受けて米の生産調整を推進し、需要に応じた適正な米の生産に取り組む。（丸亀市地域水田農業推進協議会を中心に米の生産調整を実施）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

米の需給に関する情報の提供、米の生産調整に関する指導



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

麦の作付けを丸亀市地域水田農業推進協議会等で推進する回
数：回

1 1 2 299 238 295

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 5 8 15

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

指定野菜の年間推進回数（指定野菜内レタスの作付面積拡大
を生産者で組織する部会の総会・会議等で推進する回数）：回

2 1 2 41 43 48

計画事業費

スクミリンゴ貝の防除や良質な麦の生産振興により、米・麦生産の安定化を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

スクミリンゴ貝の薬剤補助（1/4補助）、麦の種の購入に対する補助（20％補助）

21

22,000千円

13.農林水産業の
振興

48.米麦生産振興
対策事業

水田の利用集積率（市の水田面積に占める認定農業者が利用
する水田面積の割合）：％

指定野菜の内レタスの作付面積：ha

成果指標

50.園芸特産物振
興対策事業

指定野菜等の種子購入や施設資材の購入、生産廃棄物処理などに対し助成することにより、園芸特産物の安定的で高品質な作物を生産する環境を整え、園芸農家の収益の向上に
つなげる。（指定野菜：産地として農林水産大臣から指定を受けた野菜（丸亀市の指定野菜はレタス・たまねぎ・トマト））

49.農業経営支援
確立事業 認定農業者等の農地集積を促進し、農業経営の効率化を図る。

平成22年度 平成23年度

9,000千円

認定農業者等の農地集積に対する支援（認定農業者等が農地の賃貸借を設定し、賃貸借期間が６年以上である場合に補助金を交付）

麦の作付け面積：ha

9,600千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

特定野菜産地強化育成事業補助、農業生産資材廃棄物適正処理推進対策事業補助、特産の里づくり対策事業補助、玉葱出荷調整事業補助、施設園芸育成整備事業補
助、優良種苗導入事業補助、果樹産地総合振興事業補助



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

国営総合農地防災事業に対する事業費負担

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事業の整備率（整備済事業費／全体事業費）：％ 90 98
100
(H20)

70 87
100
(H20)

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事業進捗率（整備済事業費／全体事業費）：％ 6 24 80 0 55 90

－ － － － 0 17 90

計画事業費

平成21年度

県営単独緊急農道整備事業（垂水地区）に対する事業費
負担（用地買収、農道整備工事）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事業進捗率（整備済事業費／全体事業費）：％ 0 0 78 － － 30

計画事業費

ため池整備利用率（整備済数／全体数(23箇所)）：％

140,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

県営単独緊急農道整備事業（垂水地区）に対する事業費負担（農道整備工事）

52.県営農村振興
総合整備事業
＜県＞

農道整備利用率（整備済延長／全体延長(3,479m)）：％

農業の生産性の向上と効率的・安定的な農業経営を確立するために、県が実施する用排水路・農道・区画整理などの総合整備事業に対し費用負担する。（平成23年度完了予定）

平成22年度 平成23年度

157,000千円

県営農村総合整備事業（飯山地区、綾歌地区）に対する事業費負担

51.国営総合農地
防災事業＜国＞

農業水路整備利用率（整備済延長／全体延長(4,851m)）：％

農道整備利用率（整備済延長／全体延長(1,500m)）：％

成果指標

53.県営単独緊急
農道整備事業＜
県＞

農作物の輸送体系を確立し農業経営の安定的経営と生活環境の改善を図るために、県が実施する農道整備事業に対し費用負担する。（平成24年度完了予定）

13.農林水産業の
振興

22

135,000千円

農林水産省が実施する老朽化したため池の補修や改修（平成11年度から20年度までの10年間で、市内23箇所のため池について実施）に対して事業費の一部を負担する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

－



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

樋門補修必要箇所6門（取水樋門補修3門、排水樋門補修3門）
の内、補修済の数：門

0 4
6
(H21)

169420 169420 176500

ため池（伊予勢池、猫谷池、籠池、三条新池）の浚渫計画量
（11,880㎥）の内浚渫を終えた量：㎥

0 0 7080 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

共同活動参加地区数（農業団体・自治会・子ども会等が活動に
参加することを市に申し出た団体数）：団体

0 21 31 0 230 124

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

重要稚仔の放流量（重要稚仔の海面への年間放流量）：㎏ 616 591 620
13
（Ｈ16）

9 14

重要稚仔の放流量（重要稚仔の内水面への年間放流量）：尾 14000 12000 14000 － － －

計画事業費

土地改良施設の維持管理作業の軽減を図るために、土地改良事業団体連合会が実施する土地改良施設の補修・機能回復などに対し費用負担する。（ため池の浚渫、樋門などの補
修）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

農業水利施設（水門、ため池）の補修・機能回復に対する事業費負担

23

12,900千円

13.農林水産業の
振興

54.土地改良事業
維持管理適正化
事業

共同活動年間延べ開催数：回

放流魚種の漁獲高（クルマエビ・アイナメの漁獲高）：t

成果指標

56.重要稚仔放流
事業

水産資源の繁殖保護と獲る漁業から作り育てる漁業を推進するために、地域に適応する推魚の放流を行う。（重要稚仔放流事業（海面）アイナメ・クルマエビ等、重要稚仔放流事業（内
水面）ドジョウ・ふな等）

55.農地・水・環境
保全向上対策事
業

農業生産の基礎となる農地や農業用水をはじめ、農村環境や美しい景観を、農業者のみならず地域ぐるみ（自治会、婦人会、子ども会等）で守り支えていく活動を支援する。

平成22年度 平成23年度

36,000千円

農地・水等農村環境の向上、資源の適切な保全管理（草刈り、泥上げ）等活動計画に沿った活動に対する支援・指導（綾歌18地区、飯山7地区、丸亀6地区　　計31地区）

－

伊予勢池、猫谷池、籠池、三条新池の貯水量の合計（計画
181,300㎥）：㎥

－

7,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

内水面・海面への重要稚魚の放流、放流補助



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

浮桟橋の新設工事

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

浮桟橋の整備済箇所数：箇所 0 0
1
(H21)

0 0
100
(H21)

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

スペース114管理運営協議会の年間開催回数：回
4
(H19)

4 4
22183
(H19)

22183 24500

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 10688 12448 14500

計画事業費

浮桟橋の整備率（整備を終えた割合）：％

90,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

丸亀商工会議所・飯綾商工会・丸亀ＴＭＯに対する運営補助、産学支援等事業に対する補助

14.商工業と観光
の振興

58.スペース114運
営事業費

本町商店街にある旧百十四銀行丸亀支店本町出張所の建物を活用し、市民参加による文化･芸術の振興事業や生きがい対策事業等を実施し、商店街の新たな賑わいを創出する。
（ホールを利用した文化芸術活動、シルバー人材センターによる高齢者生きがい活動、子育て支援等）

平成22年度 平成23年度

4,500千円

「スペース114」の管理運営に対する費用負担

57.小手島漁港整
備事業

施設の利用者数（遊びに来る人、各種事業の利用者を含む来館
者）：人

「秋寅の館」への年間入場者数：人

成果指標

59.商工会議所運
営等補助事業

地域商工業の総合的な改善発展、地域経済･産業活性化の推進を目的として、商工会議所の運営等に対し補助する。（活動内容：地域産業振興事業、小規模事業者経営改善普及事
業、各種相談事業、中心市街地活性化事業等）

13.農林水産業の
振興

24

36,000千円

小手島漁港において、定期船利用者の安全な昇降・荷役の確保と、急病人のための緊急船、震災時の船舶が接岸できるように浮桟橋を新設する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

－



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 2210000 2006511 2280000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 21914 22352 24000

－ － － － 2462 3001 3300

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － －
40
(H19）

42 60

計画事業費

商店街の活性化を図るため、商店街振興組合の活動を支援する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市中央商店街振興組合連合会への補助

25

45,000千円

14.商工業と観光
の振興

60.商店街振興事
業

うちわの港ミュージアム入館者数：人

融資制度融資件数（年間の市制度の融資件数）：件

成果指標

62.商工業振興融
資事業 商工業への融資事業等を行い、商工業の振興を図る。

61.地場産業振興
事業

うちわの港ミュージアムうちわ体験者数：人

国の伝統的工芸品丸亀うちわや青木石材など地場産業を支援する。

平成22年度 平成23年度

30,000千円

うちわの港ミュージアムの管理・運営、青木石材協同組合・伝統的工芸品産業産地振興事業に対する補助等

商店街への年間来街者数（年間の商店街への買い物客、周辺
施設利用者、通行人の数）：人

2,400千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

中小企業等融資に係る保証料補給、小企業等経営改善資金・新規事業者資金に係る利子補給等



施策目標Ⅱ-2-1　地域産業が活発で、身近に働く場がある

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 416 356 400

計画事業費

平成21年度

第60回お城まつり開催補助

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 260 243 260

計画事業費

各種まつり入込数：千人

51,000千円

64.お城まつり開
催事業

丸亀市最大のまつりであり、総おどり大会に代表されるように市民総参加のまつりである。丸亀城周辺での開催という立地条件を最大限に活かし、観光施策の一環、交流人口拡大の
核として盛大に開催する。

平成22年度 平成23年度

60,000千円

第61回お城まつり開催補助 第62回お城まつり開催補助

63.観光振興事業

お城まつり入込数：千人

成果指標

14.商工業と観光
の振興

26

観光振興対策として、「婆娑羅まつり」や地域の特産を生かしたまつりの開催に対し補助等を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

丸亀城桜まつり、さぬき富士桃の里まつり、丸亀婆娑羅まつり、あやうたふるさとまつり開催補助、丸亀城菊花展の開催



─ 政策目標Ⅲ-1　災害や犯罪から人や地域をまもるまち　【防犯・防災】 ─

施策目標Ⅲ-1-1　公共施設に十分な耐震性があり、地域の防災性が保たれている

施策 事業名

平成21年度

設計４校、耐震補強工事５校

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 28.4 41.1 76.8

計画事業費

平成21年度

設計２校、耐震補強工事１校

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 35 37.5 66.7

計画事業費

平成21年度

設計２園、耐震補強工事２園

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 38.5 38.5 84.6

計画事業費

小学校校舎、体育館などの耐震診断を行い、診断結果に基づき、基準を満たしていない施設は、緊急性の高い施設から順次耐震改修を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

耐震補強工事５校 増改築工事と合わせて検討

27

16,000千円

15.建物の耐震化
の推進

65.小学校耐震補
強事業

中学校耐震化率（耐震基準を満たしている施設の棟数／市内中
学校施設の数）：％

幼稚園耐震化率（耐震基準を満たしている施設の棟数／市内幼
稚園施設の数）：％

成果指標

67.幼稚園耐震補
強事業(新規) 幼稚園施設の耐力度調査を行い、調査結果に基づき緊急性の高い施設から順次耐震改修を行う。

政策の柱Ⅲ　誰もが健康で安心して暮らせるまちを創る

66.中学校耐震補
強事業 中学校校舎、体育館などの耐震診断を行い、診断結果に基づき、基準を満たしていない施設は、緊急性の高い施設から順次耐震改修を行う。

平成22年度 平成23年度

531,000千円

耐震補強工事３校 耐震補強工事２校

増改築工事と合わせて検討

小学校耐震化率（耐震基準を満たしている施設の棟数／市内小
学校施設の数）：％

900,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度



施策目標Ⅲ-1-1　公共施設に十分な耐震性があり、地域の防災性が保たれている

施策 事業名

平成21年度

耐震補強工事1施設、実施設計2施設

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 0 0 4

計画事業費

平成21年度

実施設計（耐震補強）

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

市民体育館改修進捗率：％ 0 5 80 0 0
790
(H22)

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

耐震改修を終えた保育所の数：箇所

2,625,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

県が実施する丸亀港・宇多津港の港湾整備（護岸の嵩上げ工事等）に対する事業費負担

69.市民体育館整
備事業

丸亀市民体育館は昭和54年に完成し、築後28年が経過している。利用者の安全確保・市民サービスの向上、また災害発生時の避難所となる施設として、耐震診断結果を踏まえて耐
震補強工事を行う。

平成22年度 平成23年度

115,000千円

耐震補強工事 実施設計（メインアリーナ）、ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ改修工事

68.保育所耐震補
強事業

16.港湾施設の耐
震化と高潮対策

地震時避難者収容人数：人

－

成果指標

70.県営港湾整備
事業＜県＞ 宇多津港安達地区、丸亀港港町地区において、高潮・津波等の災害から地域住民の安全・安心を確保するため、県が実施する港湾整備事業に対し費用負担する。

15.建物の耐震化
の推進

28

16,300千円

保育所園舎の耐震診断を行い、診断結果に基づき、基準を満たしていない施設については、耐震補強・大規模改修工事を実施する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

耐震補強工事2施設、実施設計1施設 耐震補強工事1施設、実施設計１施設



施策目標Ⅲ-1-1　公共施設に十分な耐震性があり、地域の防災性が保たれている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

防潮壁の整備済延長：ｍ
504
（H18）

641 1504
24
(H18）

31 72

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

排水路の整備済延長：m 329 758 1374 22 51 92

計画事業費

平成16年の台風16号の実績潮位などを踏まえ、高潮・津波等の災害時に市民の安全を確保できるよう、護岸や堤防などの防護施設を整備する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

高潮対策として防潮壁等の改良工事

29

30,000千円

16.港湾施設の耐
震化と高潮対策

71.海岸保全事業
（高潮対策）

－

排水路の整備済率（計画排水路の内整備を終えている割合）：％

成果指標

73.排水路改修事
業 出水時における浸水被害軽減のため、通水を阻害する土砂等の取り除きや老朽化した排水路の整備を行う。

17.河川、排水路、
急傾斜地等の改
修

72.大束川改修事
業＜県＞ 大束川は台風や梅雨前線などの豪雨の際、未改修区間において甚大な浸水被害を受けており、県が実施する河川改修を推進し早期完了をめざす。

平成22年度 平成23年度

－

防潮壁の整備率（整備済延長/計画延長（2,100ｍ））：％

73,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

排水路の改修及び準用河川等の土砂取除・清掃

大束川改修工事の推進



施策目標Ⅲ-1-1　公共施設に十分な耐震性があり、地域の防災性が保たれている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

流路工の整備済延長：m
73
（H18)

170 463
7
(H18)

15 42

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

急傾斜地危険箇所整備済箇所数：箇所 7 8 9 9 10 11

計画事業費

施策目標Ⅲ-1-2　防災・救急体制が整っている

施策 事業名

平成21年度

本部・北署庁舎本体工事及び通信機器・備品等の整備、
訓練塔の実施設計

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

消防庁舎の整備進捗率（全事業費に対する執行済み事業費の
割合）：％

0 0
100
(H22)

0 0
100
(H22)

計画事業費

流路工の整備済率（計画地区内の整備を終えている割合）：％

8,400千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

急傾斜地の改修（香川県急傾斜地崩壊防止対策事業補助要綱に適合する危険箇所の改修）

75.急傾斜地崩壊
防止対策事業 がけ崩れによる被害を軽減するため、急傾斜における擁壁工等防災工事を実施する。

平成22年度 平成23年度

1,000千円

74.砂防改修事業

18.消防・防災体
制の整備

急傾斜地危険箇所整備済率（既に整備を終えている斜面の割
合）：％

緊急車両受け入れ台数（南消防署に隣接して整備することにより
受入可能となった緊急援助隊車両の台数）：台

成果指標

76.消防本部庁舎
等整備事業

現消防庁舎南の土地に消防庁舎を新築移転し、現消防庁舎跡地に消防隊員の訓練所を整備する。また、消防団の訓練や緊急援助隊の受け入れ場所を確保し、予想される大型地震
等に対応できる体制を整える。

３年間の事業概要と指標

17.河川、排水路、
急傾斜地等の改
修

30

2,838,000千円

土石流による土砂被害を防止するため、護岸工事等流路工の整備を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

流路工等の改修
※流路工：渓流の侵食を防止して、土砂災害を防ぐために設置される施設

訓練塔の工事、南署隣接地の取得及び外構工事 －



施策目標Ⅲ-1-2　防災・救急体制が整っている

施策 事業名

平成21年度

丸亀第２分団屯所の整備

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

屯所の改修箇所数（改修が必要な屯所のうち改修が済んだ屯
所の数）：箇所

11 12 17 48 52 74

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

消火栓整備率（今後整備する消火栓整備計画に対する整備済
の割合）：％

0 5 59 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

老朽化した消防団屯所の建て替えや移転を行い、災害時における地域の拠点としての機能の充実する。（消防団員の集結場所、土のうなど緊急資材の備蓄場所の確保）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

丸亀第９分団屯所の整備 丸亀第１０分団屯所の整備

31

447,000千円

18.消防・防災体
制の整備

77.消防団屯所整
備事業

－

－

成果指標

79.消防車両配
備・更新事業 緊急時に備え、消防車両の更新年限を考慮しながら、計画的な配備・更新を行う。（消防署・消防団の車両）

78.綾歌・飯山地
区消火栓整備事
業

綾歌町・飯山町の消火栓整備（配水支管入替及び拡張）を行い、消防水利の充実を図る。

平成22年度 平成23年度

300,000千円

消防団屯所整備済率（全屯所数（23箇所）に対する改築等整備
を終えた屯所の割合）：％

81,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

綾歌町・飯山町消火栓の改良及び拡張

高規格救急車、救助工作車、消防ポンプ自動車などの更新



施策目標Ⅲ-1-2　防災・救急体制が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

耐震性水槽配置済学校数（配置予定小学校における配置済小
学校の数）：校

3 5 9 17 28 50

計画事業費

平成21年度

施設整備工事等

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

防災無線の進捗率（基本計画１０％、実施計画３０％、運用開始
で１００％）

0 40
100
(H21)

0 0
41
(H21)

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

非常食備蓄達成量（備蓄必要量7000食 ※達成以降更新）：食 1000 4000
7000
(H20)

14 57
100
(H20)

保存水備蓄達成量（備蓄必要量1800ℓ ※達成以降更新）：リット
ル

240 1080
1800
(H20)

13 60
100
(H20)

計画事業費

保存水備蓄達成率：％

耐震性水槽配置率（配置予定小学校（18箇所）における配置済
小学校の割合）：％

78,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

非常食（3,000食）・保存水（1,800ℓ）・医薬品その他の救援物資を備蓄（保存期間を経過した備蓄物については毎年交換）

81.防災行政無線
施設整備事業

災害時に避難情報等防災情報を迅速・確実に伝達し市民の生命・財産を守るため、防災行政無線を整備する。（各コミュニティセンターや島しょ部の集落に、サイレンやスピーカー・無
線機を設置、本部と無線による通信回線の確保、サイレンや音声による情報伝達や地域毎に放送可能な設備を設置）

平成22年度 平成23年度

436,000千円

80.防火水槽新設
事業

防災情報の伝達設備である屋外子局の数：局

非常食備蓄達成率：％

成果指標

82.救援物資備蓄
推進事業 庁舎や各コミュニティセンターなどに救援物資として非常食、保存水、毛布などの備蓄を行う。また、丸亀市薬剤師会との協定により医薬品の備蓄を行う。

18.消防・防災体
制の整備

32

3,400千円

小学校（避難場所）や小学校校区内に耐震性防火水槽を設置し、大型災害時における避難場所としての機能向上（上水道設備の機能が破壊された場合の水の確保）を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

耐震性防火水槽を毎年３～４箇所に設置

－



施策目標Ⅲ-1-2　防災・救急体制が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

研修派遣人数（平成17年度以降で救急救命士養成研修所へ派
遣した人数）：人

2 6 10 23 28 32

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

応急手当講習の年間開催回数：回 39 60 65 1200 2054 2100

計画事業費

施策目標Ⅲ-1-3　事故・犯罪の発生しにくい安全・安心なまちである

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

防犯教室等の回数（防犯教室、パトロールの年間回数）：回 216 245 285 11 15 17

計画事業費

救急救命士養成研修所へ毎年1名ずつ入校

救急救命率の向上を図るために、救急救命士養成研修所へ継続的に入校し、救急救命士の資格保有者を確保する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

33

19,500千円

19.救急・救命体
制の強化

83.救急救命士養
成事業

20.防犯対策の推
進

応急手当講習の年間受講者数：人

月１回以上防犯活動を行なっている地域団体数：団体

成果指標

85.防犯対策事業
各地区での防犯教室の開催や、学校・幼稚園・保育所などでの不審者対策に取り組む。また、小学校の通学路を中心とした防犯パトロールを充実する。

３年間の事業概要と指標

84.応急手当普
及、啓発事業 事故現場において市民自らが応急手当を行い、救命率の向上につながるように、救急救命士によるＡＥＤなどを用いた救命講習を開催する。

平成22年度 平成23年度

1,200千円

救急救命士の数：人

9,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

地域や学校等での防犯活動（防犯教室、防犯パトロール）

応急手当講習（救急救命士による、ＡＥＤなどを用いた救命講習をコミュニティ、学校、事業所等で開催）



施策目標Ⅲ-1-3　事故・犯罪の発生しにくい安全・安心なまちである

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

育成だより「かめっこ」の年間発行回数：回 6 6 6 － － －

街頭補導を行った補導員延べ人員数：人 2160 2142 2160 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

消費生活セミナーの年間開催回数（「くらしのセミナー」等の年間
開催回数）：回

6 6 6 197 215 250

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

交通安全教室及びキャンペーンの年間実施回数：回 73 89 115 1665 1465 1300

計画事業費

－

－

24,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

交通安全教室やキャンペーン等

消費者モニター会、消費生活セミナー等

21.消費者保護対
策の推進

87.消費者行政事
業 消費者モニター（公募市民と各地域推薦者、定数30名以内）を各地域のリーダーとして、消費生活に関する啓発活動や実践活動を行う。

平成22年度 平成23年度

1,200千円

86.少年育成セン
ター活動事業

22.交通安全対策
の推進

消費生活セミナー参加者数（「くらしのセミナー」等への年間参加
者数）：人

交通事故発生件数(市内における年間の交通事故発生件数)：件

成果指標

88.交通安全対策
事業 交通事故防止のため、交通安全教室やキャンペーンにより市内の交通事故減少に努める。

20.防犯対策の推
進

34

39,000千円

少年育成センターによる補導や相談業務を通して、少年を取りまく様々な問題に取り組み、非行防止活動の啓発や教育的環境の浄化を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

街頭補導、不審者対策としての啓発用チラシや「ありがとうマップ」の作成、不審者等の抑止のためのパトロール



─ 政策目標Ⅲ-2　住み慣れた地域で健やかに暮らせるまち　【保健・福祉】 ─

施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

特定高齢者に対する介護予防事業等の開催箇所数：箇所 0 18 20 0 299 400

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

介護予防推進地域づくりのための説明会等の年間開催数：回 0 20 20 0 0 5

一般に対する介護予防教室等の開催回数：回 0 132 150 0 1926 3000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

関係機関との連絡会を開催した年間回数：回 7 5 7 31 31 31

計画事業費

生活機能の低下した特定高齢者の介護予防（特定高齢者把握、通所型介護予防教室の開設、訪問型介護予防の実施等）

特定高齢者を対象に介護予防を推進し、要介護状態の発生を防ぐとともに、地域で安心して生活できるように支援する。
※特定高齢者：65歳以上で生活機能が低下し、近い将来介護が必要となるおそれがある高齢者。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

35

18,000千円

23.高齢者福祉の
充実

89.介護予防特定
高齢者施策事業

介護予防推進地域（コミュニティ単位）の数：地区

連絡会に関係する機関等の数：団体

成果指標

91.総合相談支援
等事業 地域の高齢者が安心して生活できるようネットワークを構築するとともに、相談を受け、適切なサービスを提供し、関係機関につなげるなどの支援を行う。

90.介護予防一般
高齢者施策事業

介護予防事業の参加者数：人

65歳以上の高齢者を対象に介護予防を推進し、要介護者状態の発生を防ぐとともに、地域で安心して生活できるように支援する。

平成22年度 平成23年度

24,000千円

介護予防事業の参加者数：人

288,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

総合相談業務、関係機関との連絡会（高齢者虐待防止等実務者会議）の開催（事例検討・研修・各機関と連携を図る。）、啓発パンフレットの作成等

一般高齢者の介護予防（介護予防推進活動の支援、介護予防講演会の開催、体操教室の開設等）



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

関係機関との連絡会を開催した年間回数：回 3 4 4 40 46 45

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 1930 1917 2020

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

老人介護支援センターの施設数（在宅介護に関する総合的な相
談に対応できる施設の数）：箇所

5 5 5 － － －

計画事業費

連絡会に関係する機関等の数：団体

1,800千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

老人介護支援センターによる相談事業、介護予防サービスにかかる関係機関との連絡調整（事業実施法人：珠光園老人介護支援センター・青の山荘老人介護支援センター・
たるみ荘老人介護支援センター・老人介護支援センター今津荘・紅山老人介護支援センター）

デイサービス、ホームヘルプサービス、ショートステイ等

93.地域支え合い
事業

おおむね65歳以上の高齢者とその家族に対し、できる限り要介護状態にならないための介護予防サービス、生活支援サービス、家族支援サービス等を提供することにより、高齢者の
自立と生活の質の向上を図るとともに、ひとり暮らしや高齢者世帯が互いに支え合い、住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくりを進める。

平成22年度 平成23年度

270,000千円

92.包括的・継続
的ケアマネジメン
ト支援事業

各種サービスの年間利用者数：人

－

成果指標

94.老人介護支援
センター事業

市内5箇所に設置している老人介護支援センターにおいて、要援護高齢者、要援護となるおそれのある高齢者、またその家族に対し在宅介護についての総合的な相談に24時間体制
で対応する。

23.高齢者福祉の
充実

36

22,500千円

包括的・継続的ケアマネジメントを可能にする体制をつくり、地域の介護支援専門員が多職種・多機関と連携が取れるよう支援する。
※介護支援専門員：要支援・要介護と認定された人に対して、アセスメントに基づいたケアプランを作成し、ケアマネジメントを行う職業

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

介護支援専門員連絡会の開催（介護支援専門員の研修、連携）等



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

介護用品等購入の助成対象者数：人 156 127 150 156 127 150

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 42014 34124 44000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

養護施設へ入所措置した年間人数：人 85 101 100 85 101 100

要援護者を受入可能な施設の数：施設 8 8 8 － － －

計画事業費

介護用品等の購入に対する助成

在宅の寝たきりの高齢者等に対して介護用品等の購入費を支給することにより、介護者の日常生活の労苦を軽減する。（支給額：月額15,000円）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

37

585,000千円

23.高齢者福祉の
充実

95.介護用品等購
入助成事業

綾歌健康づくりふれあいセンターの年間利用者数：人

養護施設へ入所できた年間人数：人

成果指標

97.老人保護措置
居宅において養護を受けることが困難な高齢者に対し、高齢者のニーズや要援護高齢者の状況を把握の上、養護老人ホームなどへの入所措置を行う。

96.綾歌健康づくり
ふれあいセンター
事業

綾歌健康づくりふれあいセンター（湯舟道）において、高齢者をはじめ市民の健康増進と教養の向上を図り、交流の場を提供する。

平成22年度 平成23年度

21,000千円

－

介護用品等購入助成金の年間受給者数：人

81,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

老人保護措置（養護老人ホームへの入所措置）

綾歌健康づくりふれあいセンター（湯舟道）の管理運営



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

敬老事業対象者数：人 10984 12061 14600 10984 12061 14600

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

会員数（シルバー人材センターの正会員数）：人 1153 1170 1400 524181 553539 650000

受注件数（シルバー人材センターの受注件数）：件 6128 6471 7200 124290 140012 144000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

活動助成交付対象クラブ数（活動助成金を交付する老人クラブ
の数）：団体

161 174 172 9551 9660 9850

計画事業費

敬老事業参加者数（敬老会等に参加若しくは記念品、祝い金等
を受取った方の人数）：人

195,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市老人クラブ連合会に対する運営補助

丸亀市シルバー人材センター（おおむね65歳以上の者で会員登録）活動に対する補助

99.高年齢者就業
機会確保事業

就業延べ人数（就業者の延べ人日数）：人日

高齢者の就業機会の確保・拡大とその能力の積極的な活用を図るために、丸亀市シルバー人材センターの運営を支援する。

平成22年度 平成23年度

45,000千円

98.老人生きがい
対策事業

契約金額（シルバー人材センターの請負、受託金額）：千円

老人クラブ会員数：人

成果指標

100.老人クラブ運
営事業

高齢者の自主的な活動の場となる老人クラブの円滑な運営と活動を促進するために、老人クラブの活動（心とからだの健康づくり、相互に支援する友愛活動、美しい環境づくり、交通
安全活動等）を支援する。

23.高齢者福祉の
充実

38

36,000千円

75歳以上の高齢者に対し敬老会などを実施する。また、喜寿（77歳）、米寿（88歳）、白寿（99歳）、100歳以上の市民に祝い金を支給する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

敬老会等の開催、敬老祝い金の支給（77歳：10,000円、88歳：20,000円、99歳以上：30,000円）



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

居宅介護費の年間支給額の合計（自宅での介護を支援するた
め、自立支援給付金を支給する。）：千円

47809 40188 43347 0 14 4

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 0 8359 7500

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 80 143 170

計画事業費

ホームヘルプ・グループホーム等の居宅系サービス、入所施設で提供するサービス、自立支援医療、補装具費の支給等

障害者に対し自立支援給付を行い、障害者の地域での自立した生活を総合的に支援する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

39

210,000千円

24.障害者福祉の
充実

101.障害者自立
支援給付事業

障害者やその関係者からの相談件数：件

外出の際の移動介護を受けた年間人数：人

成果指標

103.移動支援事
業 障害者の地域での自立した生活、社会参加を促すために、屋外での移動に困難がある者に対して外出のための介助を行う。

102.相談支援事
業 障害者などの相談に応じ、必要な支援を行う。（福祉サービスの利用などについての相談業務）

平成22年度 平成23年度

48,000千円

地域生活への移行者数（施設入所、入院から地域生活へ移行で
きた人の年間人数）：人

2,163,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

障害者が外出する際の移動介助

障害者に対する相談支援



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 1000 416 1000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － －
80
(H19)

80 80

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － －
2300
(H19)

2300 2300

計画事業費

スポーツ大会、演芸大会参加者数：人

6,600千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

日常生活用具の給付

手話通訳者の設置・派遣、要約筆記者の派遣

105.コミュニケー
ション支援事業

聴覚障害者及び音声・言語障害者が日常生活を営むうえでコミュニケーションに関して著しい障害を生じる場合に、手話通訳者・要約筆記者を派遣する。また市役所に手話通訳者を設
置する。

平成22年度 平成23年度

10,200千円

104.居住支援等
事業

手話通訳者、要約筆記者の年間派遣件数：件

日常生活用具の給付件数：件

成果指標

106.日常生活用
具給付事業 在宅の身体障害者の日常生活を支援するために、日常生活用具を給付する。（品目ごとに定められた限度額内において、商品金額の9割を支給）

24.障害者福祉の
充実

40

78,000千円

スポーツや演芸等を通じて障害者が自らの障害を克服し、明るく勇気を持ってたくましく生きていく能力を育てるとともに、障害者に対する認識を醸成する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

障害者スポーツ大会・ふれあいのつどい（演芸大会）開催補助、点字広報の発行等



施策目標Ⅲ-2-1　高齢者・障害者が健康で安心して生活できる

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － －
140
(H19)

140 140

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 25 27 29

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 6 6 8

計画事業費

地域活動支援センターによる障害児（者）の創作的活動・生産活動機会の提供、社会との交流促進

障害児の創作的活動・生産活動機会の提供、社会との交流促進などのために、地域活動支援センターの機能を充実・強化する。（Ⅰ型：精神障害者の創作活動の場を提供、Ⅱ型：身
体障害者の日中活動の場を提供、３型：障害者の生産活動の場を提供）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

41

6,000千円

24.障害者福祉の
充実

107.地域活動生
活支援センター機
能強化事業

日中一時支援事業のサービスを受けた年間人数：人

福祉ホームの利用者数：人

成果指標

109.福祉ホーム事
業 家庭での日常生活を営むのに支障のある身体障害者に対し、低額な料金で日常生活に適するような居室その他の設備を提供する施設への入所を支援する。

108.日中一時支
援事業 障害者の日中における活動の場を確保し、家族の就労支援や一時的な休息支援として、デイサービス事業所等において障害者を一時的に預かる日中一時支援事業を行う。

平成22年度 平成23年度

14,100千円

地域活動支援センターに登録している人の数：人

111,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市飯山町にあるふじみ園内にある福祉ホーム（２０人居住可能）への入居支援

相談支援事業所による日中一時支援



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

研修会の年間開催回数（コミュニティ単位で毎年研修会を行
う。）：回

17 16 17 1500 1375 1600

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

１歳６カ月児健康診査実施回数：回 34 33 36 92.9 94.1 100

－ － － － 1021 1007 1200

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

３カ月健康診査実施回数：回 35 30 36 94.9 95.8 100

－ － － － 1026 988 1200

計画事業費

３カ月児健康診査受診者数：人

福祉保健推進委員の数：人

700千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

３カ月児健康診査（年36回程度実施：ひまわりセンター（月平均２回）、飯山総合保健福祉センター（月１回））

１歳６カ月健康診査（年36回程度実施：ひまわりセンター（月平均２回）、飯山総合保健福祉センター（月1回））

26.地域保健の充
実

111.1歳6ヶ月児健
康診査

１歳６カ月児健康診査受診数：人

身体発育・精神発達の重要な１歳６カ月児に専門職による健康診査を実施し、疾病の早期発見だけでなく、虐待予防の観点からも幼児の健全育成・保護者への育児支援を図る。

平成22年度 平成23年度

9,000千円

110.福祉保健推
進委員見守り事
業

１歳６カ月児健康診査受診率：％

３カ月健康診査受診率：％

成果指標

112.3ヵ月児健康
診査 乳児初期（３ヶ月児）の身体・精神発達の重要な時期に健康診査を行い、疾病の早期発見だけでなく、虐待予防の観点からも乳児の健全育成・保護者への育児支援を図る。

25.地域福祉の充
実

42

6,000千円

福祉保健推進委員が地域（20世帯～50世帯程度）において、高齢者や障害者、子育てに悩む人など援助を必要としている人に対し、見守り、声かけなどを行い、行政との連携のもと地
域で支え合う環境づくりを進める。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

福祉保健推進委員による見守り・声かけ、コミュニティ単位での研修



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

３歳児健康診査実施回数：回 34 34 36 89.8 89.7 100

－ － － － 1049 1011 1200

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

妊婦一般健康診査受診券発行枚数:枚 5280 3293 6000 93 91.7 100

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

乳児一般健康診査受診票発行:枚 2267 2298 2400 68.2 65.6 100

計画事業費

３歳児健康診査（年36回程度実施：ひまわりセンター（月平均２回）、飯山総合保健福祉センター（月１回））

身体・運動・言語聴覚発達の重要な３歳児に専門職による総合的な健康診査を実施し、疾病の早期発見だけでなく、虐待予防の観点からも幼児の健全育成や保護者への育児支援を
図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

43

30,000千円

26.地域保健の充
実

113.3歳児健康診
査

妊婦一般健康診査受診券の利用率（使用枚数/発行枚数）：％

乳児一般健康診査受診率：％

成果指標

115.乳児健康診
査 乳児の健康確保・増進を図るために、乳児健康診査を実施する。（受診票を配布）

114.妊婦健康診
査 妊娠中の異常を早期に発見するなど妊婦の健康確保・増進を図るため、妊婦健康診査を実施する。（検診種別ごとに受診票を配布）

平成22年度 平成23年度

120,000千円

３歳児健康診査受診率：％

３歳児健康診査受診数：人

12,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

乳児一般健康診査（母子手帳発行時に乳児一般健康診査受診票２枚発行。対象乳児の1歳誕生日までに県内の医療機関で受診する。）

妊婦一般健康診査（HBS検査含む。）、妊婦歯科健診、35歳以上の妊婦への超音波健診



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

各種がん検診年間開催回数：回 50 68 70 19.2 23.3 30

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 0 0 60

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 0 0 40

計画事業費

各種がん検診受診率（各種がん検診受診者数／受診対象者
数）：％

342,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

特定健康診査の結果に基づき、必要な人に対する保健指導

国民健康保険加入者（40歳～74歳）を対象とした健康診査

117.特定健康診
査

内臓脂肪型肥満に着目した健診を行うことにより、生活習慣病を未然に防ぎ、市民の健康づくりを促すために、丸亀市国民健康保険加入者（40歳～74歳）を対象に、生活習慣病予防
のための健康診査を実施する。

平成22年度 平成23年度

256,000千円

116.40歳以上健
康診査

健診受診率（受診者数／対象者数）：％

保健指導実施率(動機づけ支援及び積極的支援利用者数／動
機づけ支援及び積極的支援の対象とされた人数)：％

成果指標

118.特定保健指
導 特定健康診査の結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待できる人に対して生活習慣改善のサポートをする。

26.地域保健の充
実

44

75,000千円

40歳以上（子宮がんは20歳以上）の市民を対象に、健康診査、各種がん検診、歯周疾患検診等を実施することにより、疾病の早期発見を可能にし、適切な指導により生活習慣病の予
防と疾病の早期治療につなげ健康の向上を図る。（集団検診（ひまわりセンター、飯山・綾歌保健福祉センターで実施。）、医療機関による個別検診）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

生活保護者を対象とした健康診査、各種がん検診（胃、子宮、乳、大腸、前立腺）、肝炎ウィルス検診、歯周疾患検診



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

保健師・助産師等による生後２ヶ月までの訪問件数：件
892
（Ｈ19）

892 1200
85.2
（Ｈ19）

85.2 100

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

母子保健推進員が子育て広場・健診等へ参加した延数：人 319 412 420 － － －

赤ちゃん年間訪問件数：件 9 5 200 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

講演会開催回数：回
１
(Ｈ19)

1 2
83
（Ｈ19）

83 200

計画事業費

赤ちゃん訪問（助産師及び保健師による生後２カ月までの乳児訪問）

乳児のいるすべての家庭を訪問し、母親の育児不安の軽減を図り、育児に関する助言・指導を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

45

600千円

26.地域保健の充
実

119.母子保健相
談・指導事業

－

講演会参加数：人

成果指標

121.児童ふれあい
交流促進事業 思春期（中学生）の健全な母性・父性の育成を図るために、講演会や体験学習等を実施する。

120.育児等健康
支援事業

－

母子保健推進員により、声かけ活動、家庭訪問、地域での子育てサポート等を実施し、育児不安の軽減と虐待予防、また地域と行政との連携を深める。

平成22年度 平成23年度

3,000千円

保健師・助産師等による生後２ヶ月までの訪問率：％

21,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

思春期対策（中学校での講演会、人形などを使った体験学習等）

母子保健推進員活動（妊産婦・乳幼児の家庭訪問、各種健診・健康教育・子育て広場・０歳の広場等の紹介、地域での声かけ活動）



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

健康教育（個別※喫煙者対象）開催回数：回 55 68 90
個　 55
集6,366

個　 60
集6,588

個　 90
集6,900

健康教育（集団※各保健福祉センターで実施）開催回数：回 268 392 550 6003 5264 6250

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

ヘルスプラン「健やかまるがめ２１」の推進回数：回
51
（Ｈ19）

51 55
1,790
(H19)

1790 1800

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 74 87 200

計画事業費

健康教育受講者数（個=個別、集=集団）：人

健康相談参加者数：人

12,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

飯山総合保健福祉センターにおけるe-wellnessシステム（ITを利用して「個別健康支援プログラム」を提供・管理するシステム）を利用した機能訓練事業（会員年1回50名程度
公募）

丸亀市健康増進計画推進会議・市民会議・グループワークの開催

123.ヘルスプラン
推進事業 市民が健やかで心豊かに生活できる社会の実現に向けて、丸亀市健康増進計画「健やかまるがめ２１」を推進する。

平成22年度 平成23年度

6,000千円

122.健康教育・相
談事業

ヘルスプラン「健やかまるがめ２１」の推進受講者数：人

運動参加者数：人

成果指標

124.機能訓練事
業 40歳以上の市民を対象に生活習慣病の予防、健康の保持増進を目的として、個別健康支援プログラムを備えた機能訓練施設を運営し、運動の啓発と個別指導などを行う。

26.地域保健の充
実

46

15,000千円

おおむね４０歳以上の者を対象に、生活習慣病を中心とした疾病予防のために、各種健康教室・相談や地域での生活習慣病対策事業を実施する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

健康教育・健康相談（各保健福祉センター、コミュニティセンター、自治会集会場等において、保健師・栄養士・理学療法士による健康相談・健康教育、医師・歯科医師・薬剤師
等専門職による講演会の開催）



施策目標Ⅲ-2-2　市民がともに支え合い、地域の保健・福祉が充実している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

1施設での年間会員募集回数：回 0 0 3 0 0 230

計画事業費

保健福祉センター、コミュニティセンター等に健康増進器具を設置、健康増進プログラムを利用した運動の啓発・個別指導

中讃圏域及び県下住民を対象に、健康づくり機器・システムを導入し、機器を活用した機能訓練により、健康増進はもとより生活習慣病予防・介護予防を進める。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

47

26.地域保健の充
実

125.中讃圏域健
康生きがい中核
事業(新規)

事業会員数（健康づくりセンター、綾歌保健福祉センター）：人

139,000千円



─ 政策目標Ⅳ-1　互いの人権を尊重し、個性と能力が発揮できるまち　【人権】 ─

施策目標Ⅳ-1-1　市民の人権が尊重されている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

人権相談件数（丸亀法務局管内における人権相談件数）：件 500 913 920 500 913 920

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

人権問題啓発活動回数：回 100 98 100 400 390 400

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

教育・職業相談年間件数：件 416 365 300 10 4 4

計画事業費

人権問題解決への取り組み件数（課題別人権問題解決のため
の関係機関との取り組み件数）：件

2,100千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

職業相談

127.人権問題推
進活動援助事業 同和問題をはじめとする人権課題を解決するための活動に対し補助する。

平成22年度 平成23年度

24,000千円

126.人権擁護事
業

人権問題啓発活動参加者数：人

専門機関への年間斡旋件数（相談機関・職安等への紹介や引率
件数）：件

成果指標

128.教育・職業相
談員設置事業 隣保館に教育・職業相談員を置き、地域とその周辺に居住する住民を対象に相談業務等を実施する。

政策の柱Ⅳ　心豊かな人が育ち誰もが生きがいを感じるまちを創る

27.人権尊重社会
の実現

48

24,000千円

人権擁護施策の充実を図り、被害者の迅速な救済と人権尊重社会の推進を高めるための啓発活動を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

人権相談、人権擁護啓発活動

人権問題啓発活動



施策目標Ⅳ-1-1　市民の人権が尊重されている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

隣保館における交流事業の年間開催回数：回 316 414 400 6059 7539 7700

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

講演会、講座の年間開催回数：回 23 83 63 1786 5303 5500

計画事業費

施策目標Ⅳ-1-2　男女が対等に社会に参画し、ともにいきいきと暮らしている

施策 事業名

平成21年度

啓発事業、政策方針･決定過程への女性参画拡大

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

講演会の延べ実施回数（累計）：回 1 3 7
20.6
(H18.4)

25.0
(H20.4)

男女とも
40以上

コミュニティでのセミナー年間開催数：回 8 8 17 32.5 14 0

計画事業費

隣保館・児童館の管理、運営

指導者養成講座、人権課題別講演会の開催、同和問題週間・人権週間等での啓発行事、啓発看板・のぼりの設置等

隣保館・児童館を通して交流を図り、人権尊重社会の実現をめざす。（社会調査、相談事業、啓発・広報活動事業、地域交流事業、周辺地域巡回事業、地域福祉事業、地域交流促進
事業、継続的相談事業、児童館学習、解放学習等）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度
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7,500千円

27.人権尊重社会
の実現

129.社会福祉施
設管理運営事業

28.男女共同参画
社会の実現

講演会、講座の年間参加者数：人

市が設置する審議会等における女性委員の割合：％
※目標値の時点はH23.4

成果指標

131.男女の対等な
参画推進事業

男女共同参画プランに基づく政策を総合的･計画的に推進し、男女が対等にあらゆる分野に参画する機会を持ち、個性と能力を発揮できる男女共同参画のまちづくりを行う。（啓発活
動：講演会、情報紙「ゆめ」の発行等）

３年間の事業概要と指標

130.人権啓発促
進事業 人権の大切さを伝えるとともに、人権・同和問題に関する認識を広く市民に醸成し、人権尊重社会を築くための人権教育･啓発を行う。

平成22年度 平成23年度

24,000千円

啓発事業、政策方針決定過程への女性参画拡大

市が設置する審議会等の中で女性が一人もいない審議会等の
割合：％

交流事業への参加延べ人数：人

105,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

啓発事業、政策方針・決定過程への女性参画拡大、男
女共同参画プランの策定



─ 政策目標Ⅳ-2　元気で心豊かな子どもたちが育つまち　【子育てと教育】 ─

施策目標Ⅳ-2-1　人に対するやさしさやマナー・豊かな感性が育っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

講座・行事の開催回数(子ども対象の講座、行事等の年間開催
回数)：回

87 91 91 2769 1905 3000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

ブックスタート年間開催回数：回 36 30 36 5 13 13

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

芸術鑑賞教室実施率（開催校数／小中学校総数）：％
40
(H18）

77 100
80
(H18）

94 100

計画事業費

成果指標

平成22年度 平成23年度

133.ブックスタート
事業 乳児の３～5ヶ月検診時に絵本を手渡し、赤ちゃんに絵本を開いてお話しする楽しさを伝え、楽しく子育てできる環境を作る。

平成22年度 平成23年度

2,900千円

132.子ども図書購
入事業

ブックスタートボランティアの登録者数：人

芸術鑑賞教室に参加した子どもたちの満足度（アンケート調査よ
り）：％

成果指標

134.芸術鑑賞教
室開催事業

児童・生徒に優れた舞台芸術などを鑑賞する場として、演奏家を学校に派遣し、児童・生徒が参加する機会を設け、子どもたちの文化芸術活動に対する関心が深まる教室を実施す
る。

29.子どもの感性
の育成
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7,200千円

心優しい感性豊かな子どもを育てるために、読書に親しむ環境づくりとして児童図書の充実を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

中央図書館・綾歌図書館・飯山図書館において月1～２回程度実施

小中学校、地域コミュニティでの芸術鑑賞教室の開催（邦楽、洋楽、展覧会等）

児童図書の購入

講座・行事への参加人数(子ども対象の講座、行事等への年間
参加人数)：人

27,000千円



施策目標Ⅳ-2-1　人に対するやさしさやマナー・豊かな感性が育っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

校区子連間の情報交換の場を設けた年間回数（役員会などの
場を利用）：回

1 1 3 3 4 7

子ども会活動等の指導者養成を目的とした研修の年間開催回
数：回

1 1 3 30 30 50

計画事業費

施策目標Ⅳ-2-2　子どもたちの学習する環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

校舎耐力度調査2校、プール改築設計1校、体育館改築設
計3校

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

小学校校舎の増改築数（平成18年度以降で校舎の増改築を終
えた学校数）：校

0 3 4 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

中学校校舎の増改築数（平成18年度以降で校舎の増改築を終
えた学校数）：校

0 1 1 － － －

計画事業費

子ども会等各種少年団体に対する活動補助

年に3回以上、親子のふれあいや世代間交流を図る行事が開催
している又は参加している校区子ども会数：団体

子ども会活動等の指導者養成を目的とした研修に参加した年間
延べ人数：人

9,000千円

３年間の事業概要と指標

各校区子ども会が相互に情報交換できる場を設け、親子や世代間交流が図れる行事を開催できるよう支援する。また、子ども会の育成者（保護者）を対象に野外活動における応急手
当など様々な研修会を開催する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度
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910,000千円

29.子どもの感性
の育成

135.少年教育事
業

－

－

成果指標

137.中学校施設
増改築事業

中学校施設の老朽の度合いを調査し、老朽化の進んでいる校舎・体育館・プールの改築を行う。また児童の増加に伴う教室不足の実情に合わせて、校舎の増築を行い教育環境の向
上を図る。

30.学校教育の充
実

136.小学校施設
増改築事業

小学校施設の老朽の度合いを調査し、老朽化の進んでいる校舎・体育館・プールの改築を行う。また児童の増加に伴う教室不足の実情に合わせて、校舎の増築を行い教育環境の向
上を図る。

平成22年度 平成23年度

2,851,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

校舎基本設計2校、体育館改築設計2校、プール改築工
事1校、体育館改築工事3校

校舎改築設計2校、体育館改築工事2校、体育館改築設
計1校

体育館改築工事1校 体育館改築設計1校



施策目標Ⅳ-2-2　子どもたちの学習する環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

耐力度調査2園、改築設計１園、造成工事１園

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

幼稚園園舎の増改築数（平成18年度以降で幼稚園園舎の増改
築を終えた数）：園

0 0 3 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

学力向上推進委員会の年間開催回数：回 0 2 2 75 76 80

教育講演会の年間開催回数：回 0 1 1 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

学力向上推進委員会の年間開催回数：回 0 2 2 75 85 80

教育講演会の年間開催回数：回 0 1 1 － － －

計画事業費

学力調査（中学校１、２年生）

139.小学校学力
調査

－

市内小学校生徒の学力を調査することにより生徒の学力の定着度を把握し、指導の改善に生かすことで学力の向上を図る。（１月中旬に調査を実施し、調査結果を年度末の指導に反
映させ、当該学年に必要な学力の定着を図る。）

平成22年度 平成23年度

12,000千円

学力調査（小学校３年生～６年生）

138.幼稚園施設
増改築事業(新規)

学力調査正答率（期待正答率を上回った件数/各学年教科の学
力調査件数）：％

学力調査正答率（期待正答率を上回った件数/各学年教科の学
力調査件数）：％

成果指標

140.中学校学力
調査

市内中学校生徒の学力を調査することにより生徒の学力の定着度を把握し、指導の改善に生かすことで学力の向上を図る。（１月中旬に調査を実施し、調査結果を年度末の指導に反
映させ、当該学年に必要な学力の定着を図る。）

30.学校教育の充
実
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12,000千円

幼稚園施設の老朽の度合いを調査し、老朽化の進んでいる園舎の増改築を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

改築設計2園、改築工事1園 改築工事2園

－

－

1,983,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度



施策目標Ⅳ-2-2　子どもたちの学習する環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

施設･設備工事、食器･食缶・配送車等備品購入

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

新学校給食センター建設進捗率（新学校給食センターの執行事
業費／計画事業費）：％

0 0.4
100
(H21)

0 0
100
(H22)

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

各種食育講座・教室の開催回数（学校での各種食育講座・教室
を開講する年間延べ回数）：回

21 35 90 20 54 215

地産地消推進生産団体の組織数（各センターまたは食材別の
地産地消協力生産者団体の数）：団体

1 1 5 － － －

計画事業費

施策目標Ⅳ-2-3　安心して子育てができる環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

地域子育て支援センターの設置箇所数：箇所 6 6 7 11719 13559 15000

計画事業費

新学校給食センターによる給食供給率（新学校給食センターによ
る給食供給校数／計画供給校数（小6校、中5校））：％

2,569,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

安全性と栄養価において高水準の給食を市内の学校に均等に提供するため、施設の老朽化と設備機器の能力低下の進んでいる中央給食センターと綾歌給食センターを統合し、新セ
ンターを整備する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度
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150,000千円

30.学校教育の充
実

141.新学校給食セ
ンター新築移転整
備事業

31.子育て支援の
推進

各種食育講座・教室への年間参加者数：人

地域子育て支援センターを利用する児童の数：人

成果指標

143.地域子育て支
援センター事業

地域子育て支援センター事業として、育児不安などについての相談指導や子育てボランティアの育成、子育てサークル等への支援、子育て講座などを行う。また、主に乳幼児を持つ親
とその子どもが気軽に集い交流できる機会をもうけるとともに、子育ての相談に応じる。

３年間の事業概要と指標

保育所（園）7箇所で実施

－

142.丸亀っこの食
育推進事業

－

生きた教材である学校給食を通じて、子どもたち一人ひとりの望ましい食習慣や知識の習得をめざす。

平成22年度 平成23年度

－

朝食に関する指導、郷土料理体験学習・家庭食育学級などの開催、地産地消の推進等



施策目標Ⅳ-2-3　安心して子育てができる環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

延長保育実施保育所数：箇所 10 10 11 12725 12973 13900

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

一時保育の実施保育所数：箇所 7 7 8 5228 5651 6000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

休日保育の実施保育所数：箇所 1 1 2 364 224 450

計画事業費

145.一時保育事
業 保護者の就労形態の一時的な変更や傷病等の場合に児童を保育所で受け入れることで、保護者の育児負担を軽減する。

平成22年度 平成23年度

40,000千円

144.延長保育事
業

一時保育を利用する年間の園児の延数：人

休日保育利用園児数（休日保育を利用する年間の園児の延
数）：人

成果指標

146.休日保育事
業 日曜日・祝日等に乳幼児を保育所で保育することにより、保護者の多様な就労形態に対応し、緊急時の保育不安を解消する。

31.子育て支援の
推進
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8,400千円

保育所入所児童の保護者の就労支援のため、保育時間を延長する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

保育所（園）10箇所で実施 保育所（園）11箇所で実施

成果指標

平成22年度 平成23年度

保育所（園）7箇所で実施 保育所（園）8箇所で実施

保育所（園）1箇所で実施 保育所（園）2箇所で実施

延長保育利用園児数（延長保育を利用する園児の年間延数）：
人

150,000千円



施策目標Ⅳ-2-3　安心して子育てができる環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

放課後留守家庭児童会教室数（１教室あたり７１人以上になると
ころは２教室に分割）：教室

18 20 21 0 0 0

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

放課後子ども教室事業を開催した教室数：教室 0 0 1 0 0 600

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

子育て学習会の開催箇所数（全小学校で講座を開催する。対象
者がいない小学校は除く）：校

18 16 18 98 98 100

計画事業費

児童会への入会待機児童数：人

264,000千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

子育て学習会、家庭教育セミナー、教育支援セミナー等

放課後留守家庭児童会を設置し、小学１年～３年生の児童で下校後、就労等により保護者が児童を保育できない状態の者を対象に、放課後児童を預かり、生活指導などにより児童の
健全育成を図る。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

放課後留守家庭児童会（青い鳥教室）での預かり保育

55

1,500千円

31.子育て支援の
推進

147.放課後留守
家庭児童会事業

放課後子ども教室事業を実施し、教室に参加した年間延人数：
人

子育て学習会の保護者参加率（対象となる保護者が講座に参加
している割合）：％

成果指標

149.家庭教育事
業

子育て学習会やセミナーなど、子どもの行動や親としての接し方について学ぶ機会を提供し、家庭教育の充実を図る。各小学校で毎年行われている就学前健康診断の際に保護者の
待ち時間を利用して、子育て講座等を開催する。

148.放課後子ども
教室事業 安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の協力を得ながら、子どもたちとともに勉強やスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動などを行う。

平成22年度 平成23年度

900千円

放課後子どもプラン運営委員会において事業実施について検討



施策目標Ⅳ-2-3　安心して子育てができる環境が整っている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － － － －

計画事業費

150.乳幼児医療
給付事業

31.子育て支援の
推進

56

子育ての経済的負担を軽減するために、乳幼児を対象に保険診療に係る医療費自己負担分の支給を行う。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

6歳未満の乳幼児の保険診療分の自己負担分を支給

－

750,000千円



─ 政策目標Ⅳ-3　市民が生きがいをもって暮らせるまち　【生涯学習】 ─

施策目標Ⅳ-3-1　芸術・文化活動や人と人の交流を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

文化協会に加入している団体の数：団体
151
(H18)

142 160
2751
(H18)

4186 4200

－ － － －
1,392
(H18）

1390 1500

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

企画展の年間開催数：回
6
(H18)

6 5
59030
(H18)

60537 61000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

文化事業の年間開催数：回
11
(H18)

13 18
13020
(H18)

12125 15000

－ － － －
39.9
(H18)

33.9 50

計画事業費

芸術祭観覧者数（芸術祭を観覧する年間人数）：人

うちわ絵画展申込者数：人

13,500千円

会館回転率（利用日数／開館日数）：％

成果指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市民会館、綾歌総合文化会館の管理運営

150余の文化団体が所属する丸亀市文化協会の活動を支援し、市民が主役となった文化芸術活動の振興を図る。（うちわ絵画展、自主文化公演、市民展覧会、芸能フェスタ等）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市文化協会への活動補助

57

289,000千円

32.芸術文化活動
等の推進

151.文化芸術振
興事業

企画展の年間入館者数：人

文化事業の年間参加者数：人

成果指標

153.市民会館・綾
歌総合文化会館
管理運営事業

丸亀市民会館、綾歌総合文化会館（アイレックス）を管理運営し、施設を利用した文化活動を推進する。

152.美術館管理
運営事業 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館を管理運営し、猪熊画伯や国内外の優れた芸術家の作品展の開催、施設を利用した文化活動等を推進する。

平成22年度 平成23年度

495,000千円

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館の管理運営



施策目標Ⅳ-3-1　芸術・文化活動や人と人の交流を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

市主催講座の年間開催数（従来からの市主催講座をサークル
化しながら、新たな講座への転換を図る。）：回

64 26 18 0 7 10

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

図書館の蔵書（図書館に設置している図書の数）：冊 430000 451000 480000 120000 128814 130000

計画事業費

平成21年度

友好都市張家港市へ中学生20名派遣

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

派遣事業年間実施回数 1 1 1 20 7 20

受入事業年間実施回数（受入れ事業は隔年で実施）：回 0 0
1
(H22)

0 0
20
(H22)

計画事業費

155.図書館運営
事業 市民の生涯学習の場である市立図書館を運営し、蔵書の整理・充実、各種講座・講演会の開催等により、市民に様々な情報を提供する。

平成22年度 平成23年度

168,000千円

中央図書館・綾歌図書館・飯山図書館・移動図書館の運営、講座・講演会の開催等

154.市民講座開
設事業

33.国際交流の推
進

図書館の利用者数：人

中学生年間派遣者数：人

成果指標

156.都市交流推
進事業

中学生を対象に、交流のある海外都市と相互に派遣し合うことにより、豊かな国際感覚を身につけさせ、将来を担う健全な青少年としての資質を養う。（①サンセバスティアン市派遣事
業　②張家港市派遣事業　③張家港市受入事業　各事業を２年ごとに夏休み期間中に実施、募集人員（中学１～3年生対象）は各事業とも２０名）

32.芸術文化活動
等の推進

58

8,100千円

子どもたちから高齢者まで全ての市民を対象として、市民自らが自主的・主体的に様々な学習活動に取り組むことができるように、各種講座等を通じて学習機会を提供する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

市民学級、子ども講座、蓬莱大学、市民ライフアップ講座等の開催

中学生年間受入数（中学生の受入れは、隔年で実施）：人

成果指標

平成22年度 平成23年度

姉妹都市サンセバスティアン市へ中学生20名派遣、友好
都市張家港市から中学生20名を受け入れ

友好都市張家港市へ中学生20名派遣

市民との協働による講座（市民ライフアップ講座）の年間開催数：
回

18,000千円



施策目標Ⅳ-3-1　芸術・文化活動や人と人の交流を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

日本語教室数（日本語教室のレベル別クラス数 ※水曜教室（２
クラス）日曜教室（１クラス））：クラス

2 3 3 30 30 60

計画事業費

施策目標Ⅳ-3-2　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

多目的広場工事、用地取得

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

供用開始面積(事業認可区域内における供用開始面積)：ha 8.5 8.5 10.3 42 42 51

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

参加選手申込数（１㎞、3㎞、ハーフの部の参加申込数）：人 5000 6056 6700 4700 5405 6300

計画事業費

日本語教室参加者数（日本語教室１回あたりの参加者数）：人

9,000千円

３年間の事業概要と指標

成果指標

平成22年度 平成23年度

香川丸亀国際ハーフマラソン大会運営補助

外国人住民に生活情報や日本語を習得する機会を提供し、国際交流環境を整備する。（地域在住外国人支援活動をしている丸亀市国際交流協会への補助事業として実施。(日本語
教室の開催、外国人用「生活ガイドブック」の作成、企業等受入外国人に対する生活指導などの研修の実施））

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市国際交流協会への活動補助

59

30,000千円

33.国際交流の推
進

157.外国人受入
環境整備事業

認可区域内の供用開始率(認可区域面積（20．1ha）に占める供
用開始面積の割合)：％

出場者数（１㎞、3㎞、ハーフの部の当日出場者数）：人

成果指標

159.香川丸亀国
際ハーフマラソン
大会開催事業

県立丸亀競技場から折り返し地点となる坂出市までを範囲として、市民をはじめ多数のエントリーランナーが参加するハーフマラソン大会を開催する。平成20年度から本大会は国際
レースとして開催されることとなった。

34.スポーツ・レク
リエーション活動
の振興

158.総合運動公
園整備事業 丸亀市スポーツセンターと併せ、本市におけるスポーツレクリエーションの中核施設として、隣接する県立丸亀競技場とともに一体的に整備する。

平成22年度 平成23年度

582,000千円

多目的広場工事、野球場設計 野球場造成工事、用地取得



施策目標Ⅳ-3-2　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

中讃地区陸上競技大会参加種目数：種目 50 52 56 1500 1700 1900

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

丸亀市体育協会加盟団体支部数：件 17 17 17 1500 1800 2000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

丸亀市体育協会支部及び登録競技団体数：件 44 44 48 8000 8651 8850

計画事業費

161.市民体育祭
開催事業 体育月間の主要行事として、体育協会加盟団体支部対抗試合を行い、スポーツを通じて市民がふれあう機会を提供する。

平成22年度 平成23年度

6,000千円

160.市民体育推
進事業

市民体育祭参加者数：人

各種スポーツ大会等参加者数：人

成果指標

162.体育協会育
成事業

丸亀市体育協会とその支部・競技部に対して団体育成のための指導や援助を行い、また、各種団体が行うスポーツ大会を援助し、生涯スポーツ人口の底辺拡大を図る。（町民体育
祭、地域スポーツ大会、各種スポーツ大会、スポーツ少年団体の育成）

34.スポーツ・レク
リエーション活動
の振興

60

15,000千円

生涯スポーツ人口の底辺拡大と市民の体力向上、健康増進を目的として、市民体育を推進する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

中讃地区陸上競技大会、初日の出を迎える会

成果指標

平成22年度 平成23年度

丸亀市体育協会に対する運営補助

市民体育祭の開催(卓球競技等１５種目を実施）

各種行事年間参加者数：人

1,200千円



施策目標Ⅳ-3-2　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動を通じ、生きがいを感じている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

学校体育施設使用団体数：件 240 244 252 4500 4951 5150

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

丸亀市スポーツ少年団登録団体数：件 65 68 72 1800 1954 2150

計画事業費

学校体育施設使用者数：人

9,000千円

少年スポーツ教室の開催

学校の体育施設を開放し、地域スポーツの普及など市民の体力増強を図る。(市内の小中学校の体育館、運動場をスポーツの場として開放する。）

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

小中学校の体育館、運動場等体育施設の開放

61

34.スポーツ・レク
リエーション活動
の振興

163.体育施設開
放事業

丸亀市スポーツ少年団登録団員及び登録指導者数：人

成果指標

164.少年スポーツ
活動育成事業 丸亀市スポーツ少年団に登録された団体を対象に、少年スポーツ教室を開催し、団体の育成と少年スポーツの振興を図る。

平成22年度 平成23年度

6,000千円



─ 政策目標Ⅴ-1　市民がつくるまち　【市民自治】 ─

施策目標Ⅴ-1-1　市政に関する情報が共有されている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

月間発行部数：部 43500 43758 44500 － － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

公式サイト内の情報量（公式サイトページ件数）：件 2890 2892 3040 310000 390493 400000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

事業者から活動状況（加入率等）を聴取する年間回数：回 4 4 4
42.4
(H19.6)

44.8 53

計画事業費

166.ホームページ
運営事業 情報を迅速かつ大量に発信できるホームページ（市公式ＷＥＢサイト）の特徴を活かし、市民への情報提供媒体として、また市のＰＲ手段として活用する。

平成22年度 平成23年度

10,500千円

165.広報紙発行
事業

ホームページへの年間アクセス数：件

ケーブルテレビ加入率（加入世帯数／接続可能世帯数）：％

成果指標

167.ケーブルテレ
ビ促進事業

ケーブルテレビへの加入を促進し地域情報化を推進するとともに、機器の利便性や番組構成等市民の意向が反映されるよう努める。（情報内容：行政情報、学校やコミュニティセン
ターなどからの情報、お悔やみ情報、緊急災害情報等）

政策の柱Ⅴ　自治・自立のまちを創る

35.情報の発信と
地域情報化の推
進

62

－

誰もが利用しやすい紙媒体である広報紙の充実を図り、市民への情報提供手段として活用する。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

広報紙の作成、発行（毎月1日付け、全戸配布）

成果指標

平成22年度 平成23年度

ホームページのデータ更新、システムの管理・改良

放送内容の充実と加入促進

－

69,000千円



施策目標Ⅴ-1-2　市民が市政に参画している

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

タウンミーティング（広聴会）の年間実施回数：回 0 17 17 0 784 950

計画事業費

施策目標Ⅴ-1-3　市民と市の協働によりまちがつくられている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

市民活動支援センターの設置 - －
設置
(H20)

－ － －

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 84 155 160

計画事業費

タウンミーティング（広聴会）への年間市民参加者数：人

1,200千円

３年間の事業概要と指標

成果指標

平成22年度 平成23年度

市民活動団体の支援、人材育成研修等

市民活動団体の交流促進（市民活動フォーラムの開催、活動情報冊子の作成等）

市政に関する重要な事項の説明やきめ細かな情報を提供する際などには、市民からの提案や意向を直接聴取できる機会を設け、市の政策・施策への反映に努める。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

タウンミーティング（市長と語る会）、パブリックコメント、市民アンケート調査、ワークショップ等

63

900千円

36.市民参画の促
進

168.広聴活動事
業

－

ネットワークの登録数：団体　　※基準値及び実績値(H19)は、市
が現時点で把握している団体数

成果指標

170.市民活動団
体ネットワーク構
築事業

多彩な市民活動団体の交流を通じて、情報を共有できるネットワークを構築し、新たな活動の展開を図る。

37.市民活動団体
の支援・充実

169.市民活動支
援センター事業

市民活動支援センターを設置し、市民活動に関する相談業務、団体相互の交流、全国的な中間支援組織とのネットワーク、団体に対する情報の提供など、市民活動が活発に展開して
いくための環境を整える。

平成22年度 平成23年度

6,000千円



施策目標Ⅴ-1-3　市民と市の協働によりまちがつくられている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 4 4 16

－ － － － 0 3 48

計画事業費

施策目標Ⅴ-1-4　地域ｺﾐｭﾆﾃｨが自らまちづくりに取り組んでいる

施策 事業名

平成21年度

実施設計1施設、耐震診断1施設

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

コミュニティセンターの整備（増築、改築、建替え等）を終えた施
設の数：施設

0 0 4 212000 267186 277000

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

－ － － － 1 2
17
(H21)

計画事業費

39.コミュニティ活
動の活性化

172.コミュニティセ
ンター施設整備事
業

地域活動の拠点であるコミュニティセンターは、不特定多数の市民の出入りがあるうえに、避難場所としての役割を併せ持つため、施設の整備により地域コミュニティの充実と災害時に
おける市民の安全を確保する。

平成22年度 平成23年度

266,800千円

整備工事1施設、実施設計1施設 ・整備工事1施設、実施設計1施設

171.協働事業

コミュニティセンター（17施設）の利用者数：人

計画作成数（コミュニティまちづくり計画を策定済の団体数）：団
体

成果指標

173.コミュニティま
ちづくり計画策定
事業

地域住民自らがタウンウオッチングなどを行い、地域の現状カルテを作成するなど、地域の課題や宝を抽出し、それを活かしたコミュニティ単位でのまちづくり計画策定を推進する。

38.協働事業の推
進

64

100千円

市民・地域コミュニティ・市民活動団体の提案による協働事業、行政提案による協働事業（提案公募型協働事業）を実施する。また、現在行政が行っている事業の一部を、市民団体な
どが担って実施する協働事業（協働促進事業）を進める。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

提案公募型協働事業、協働促進事業の実施

成果指標

平成22年度 平成23年度

コミュニティまちづくり計画策定の推進・指導

公募型協働事業実施数(累計）：件

協働促進事業実施数(累計）：件

9,000千円

３年間の事業概要と指標



─ 政策目標Ⅴ-2　市民とともに改革するまち　【行政改革】 ─

施策目標Ⅴ-2-2　効率的な行政ｼｽﾃﾑが構築されている

施策 事業名

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

派遣研修等受講者数の全職員数に占める割合（各課の派遣研
修除く）：％

13.91 23 15 13.91 59 103

計画事業費

平成21年度

基本設計、詳細設計、システム構築、試行運用

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

電子入札の導入状況 － －
本運用
(H22)

0 0 100

計画事業費

平成21年度

活動指標
基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

基準値
(H17)

実績値
(H19)

目標値
(H23)

職員のパソコン普及率（全職員に対するパソコン配布割合）：％ 70 71 75 82 300 700

計画事業費

派遣研修等受講者数の全職員数に占める割合の累計（重複者
含）：％

21,300千円

成果指標

平成22年度 平成23年度

情報システムの整備・維持管理、情報セキュリティ対策

職員個人の能力と意欲の向上を図るため、自己啓発を進め、職場研修、職場外研修の充実に努める。特に派遣研修については、集中的な研修効果を得るとともに、他団体職員との
交流などにより相互啓発に努める。

成果指標

３年間の事業概要と指標

平成22年度 平成23年度

香川県市町職員研修センター・香川県自治研修所・市町村アカデミー・国際文化研修所等への派遣研修等

65

275,000千円

40.定員管理の適
正化と人材育成

174.職員研修

財政課が行う全入札案件に占める電子入札の割合

e-ラーニングによるパソコン学習参加職員数（累計）：人
※e-ラーニング：コンピュータネットワークを利用した学習

成果指標

176.庁内ネット
ワーク整備事業 庁内ﾈｯﾄﾜｰｸを整備し庁内の情報化を推進することにより、情報の共有化や迅速な意思伝達、事務作業の簡素・効率化を図るとともに、情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保する。

41.電子自治体の
推進

175.電子入札シス
テム導入事業

建設コストの縮減や公共工事の品質確保、執行過程の透明性の向上が求められる中、「公共事業支援統合情報システム(CALS/EC)」の取組みとして、電子入札システムを導入する。
（「かがわ電子入札システム」に対応したシステムの導入、現在使用している｢入札契約管理システム」との連動）

平成22年度 平成23年度

29,000千円

試行運用、本運用 本運用
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